
※ �6 月 30日（水）までに購入された回数券をお持ちの方は、7月 1日（木）以降、車内で回数券を購入される際
に割り引き、または払い戻しします。

（承認事項）　●デマンドタクシーの拡充（7月 1日から週6日）
　　　　　　●多古町循環バス多古ルートの廃止（10月１日から）
　　　　　　●千葉交通水戸線（多古～横芝駅）の廃止（10月 1日から）
　　　　　　

　平成29年度に開催した会議の中で、循環バスを廃止し、デマンドタクシーを拡充していく方向性を確認
しています。循環バスの廃止の方向性を受け、5月 7日（金）に開催した会議で、３ルートの中で特に利用

者が少なく、運行時間が長い「多古ルート」の廃止を承認しました。
　また、千葉交通水戸線については、多古町・横芝光町の補助金により運行を継続していますが、利用者が

大きく減少しており、横芝光町で開催された会議では路線廃止の決定が承認されています。

多古町のみでの路線の継続は難しいことから、千葉交通水戸線の廃止を承認しました。
※多古町地域公共交通会議の内容については、町ホームページからご確認ください。

7/1木
から

　デマンドタクシーをより利用しやすくするため、
７月１日（木）から運行日・利用時間を拡大し、さ
らに利用料金を値下げしました。
　また、これまでは、車の運転ができないご高齢�
の方またはお体が不自由な方が対象でしたが、�
ご利用いただける方の範囲が広がりました。

（変更前） （変更後）

6月 30日まで 7月 1日から

利用できる方

多古町の住民基本台帳に記録されている方で
次のいずれかに該当する方

◦運転ができないご高齢の方
◦身体障害者手帳の所持者
◦精神障害者保健福祉手帳の所持者
◦療育手帳の所持者
◦付添人

多古町の住民基本台帳に記録されている方で
次のいずれかに該当する方

◦運転ができない方（高校生までの方を除く）
◦身体障害者手帳の所持者
◦精神障害者保健福祉手帳の所持者
◦療育手帳の所持者
◦運転免許を返納された方
◦付添人

運 行 日
月・水・金・土
※祝日・1月 1日～ 3日は運休

月・火・水・木・金・土
※祝日・1月 1日～ 3日は運休

利 用 時 間 午前8時～午後5時 午前7時 30分～午後5時 30分

利 用 料 金
1乗車 500円（現金利用）
400円（回数券利用）5枚綴り2,000円

1乗車 400円（現金利用）
300円（回数券利用）10枚綴り 3,000円

今月の

特出し 運行が週6日に
拡大！

料金値下げ！

多古町地域公共交通会議を開催しました（5月 7日開催）
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シリーズ 高齢者の暮らしを支える
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＂
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と
＂

 
多
古
で
暮
ら
す

株式会社ささえ
ヘルパーステション桜寿（おうじゅ）

　管理者 萩野嘉仁さん

デマンドタクシーが
さらに便利に！

お問合せ●企画空港政策課企画政策係　☎76-5409

用事があると、
すぐ呼べて安くて
便利だなぁ
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